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1．補助事業の取組状況
【事業内容】
　本課題は、高い精度が要求される臨床検査学教育の実習に、無線LANに対応した入力装置等と高輝
度マルチメディアプロジェクターを導入することにより、随時提示したい顕微鏡観察像や少人数しか
参加できない実習の内容を瞬時に学生全員へ明確に提示して説明することで、教育効果の向上を目指
したものである。
　平成16年度は、関係する実習室（5室）に高輝度マルチプロジェクターを設置した。
　平成17年度は、1．永久標本作製が不可能な尿沈さの顕微鏡観察、2．全学生での実施が困難
な細胞融合、細胞機能検査等の観察、3．微量サンプルを用いる検査（HIV検査等）および長時間を
要する実験（抗体の分離等）の観察のための設備を整えた。
　平成18年度は、4．即時診断が必要な迅速病理組織標本の作製及び観察、5．　多様な解析を例
示する必要のある脳波の高速フーリエ変換分析のための設備を整えた。
　平成19年度は、6．顕微鏡下における細菌の形態、運動性の観察　　7．　自動分析機器による
生体成分の視覚的解析および観察のための設備を整えた。
【事業規模】
対象となる学生は、衛生技術学科3・4年次臨床検査学コース学生170人で、担当する教員は6研究
室13人である。
2．補助事業の成果
【利用状況】
平成16年度の事業開始からの4年間にマルチプロジェクターを利用した実習は、病理学実習、病理
組織学実習、免疫学実習、臨床免疫学実習、臨床検査総論実習、微生物学実習、臨床微生物学実習、
衛生・公衆衛生学実習、臨床生理学実習等であった。
【成果】
・　カラー素材を鮮明な画像として制約なしに提示でき、白黒印刷の配布物では不可能な実習前の視
　覚的教育が可能となった。
・室内の照度を確保しながらの提示が可能になったために、実習操作の中断を強いることがなく、
　説明が必要な時点で全員に対して一斉に十分な視覚的教育をすることが可能となった。
・プロジェクターの無線LAN対応により、プレゼンテーション用PCにコードの制約がないことは
　教員の機動性を高めることに役立った。
・個別観察設備例として、臨床生理学実習では、デジタル脳波計および高速フーリエ変換を用いた
　脳波解析プログラムのおかげで、脳波の判読を瞬時に行い、かつ特徴を視覚的に捉えることで脳
　　波への理解を深めさせることができた。
・病理組織細胞学実習では、学生が実習中に作成した標本を、その場で直ちに顕微鏡とプロジェク
　　ターを用いて投影しながら解説することで、体験と知識を有機的に連携させることができた。
　以上、従来に比して視覚的教育の比率を上昇させ、学生の好評を得たことは、実習の事前理解と興
味の喚起を通じてその内容理解を深めることに役立ったと考えられる。
